
 

関係法令 

 

 

火薬類取締法施行規則 

 

第一条の五 法第二条第二項に規定するがん具煙火は、次の各号に掲げるものとする。 

一 がん具として用いられる煙火 

イ～チ （略） 

二 （略） 

 

（貯蔵の区分） 

第十九条 左表上欄に掲げる火薬類は、それぞれ同表下欄に掲げる火薬庫に貯蔵しなけれ

ばならない。この場合において、一級火薬庫、二級火薬庫、三級火薬庫又は水蓄火薬庫

にあっては、異った貯蔵火薬類の区分に属する火薬類を同一の火薬庫に貯蔵してはなら

ない。 

貯蔵火薬類の区分 貯蔵すべき 

火薬庫 

（略） （略） 

信号焔管、信号火せん、煙火、コンクリート破砕器、電気導火線及び

導火線並びに信号焔管、信号火せん及び煙火の原料用火薬及び爆薬 

煙火火薬庫 

がん具煙火（第一条の五第一号ヘ（２）に掲げるものを除く。） がん具煙火 

貯蔵庫 

（略） （略） 

 

 

（最大貯蔵量） 

第二十条 火薬庫の最大貯蔵量は、次の表に掲げる火薬類の種類に応じて、それぞれ同表

の火薬庫の種類別に該当する量とする。 

 火薬庫の種類 

火薬類の種類 

（略） 煙火火薬庫 がん具煙火貯蔵

庫 

（略

） 

（略）     

コンクリート破砕器  二十五万個    

信号焔管及び信号火せん  五トン    

煙火並びに煙火の原料用火薬及び爆薬  五トン    

信号焔管及び信号火せんの原料用火薬

及び爆薬 

 五トン    

がん具煙火（第一条の五第一号ヘ(２)

に掲げるものを除く。） 

   十トン  

（略）     

２～４ （略） 

参考資料２ 



５ がん具煙火貯蔵庫においてがん具煙火を五トンをこえて貯蔵する場合には、三トン未

満の数量ごとに経済産業大臣が告示で定める基準により設けられた隔壁により区分して

貯蔵しなければならない。 

 

（地上式一級火薬庫の位置、構造および設備） 

第二十四条 地上に設置する一級火薬庫は、その位置、構造および設備について、次の各

号の規定を守らなければならない。 

一 火薬庫の位置は、湿地を避けて選定すること。 

二～六 （略） 

七 搬出入装置を有する火薬庫以外の火薬庫の内面は板張りとし、火薬庫の床面には鉄

類を表わさないこと。 

八 換気孔は、金網張りとし、火薬庫の大きさに応じ天井に一個以上を設け、かつ、天

井裏から外部に通ずるように両つまに各一個以上を設けること。 

九 火薬庫に暖房の設備を設けるときは、温水以外のものを使用しないこと。 

十 火薬庫内に照明設備を設ける場合には、防爆式の電灯を用い、配線は、金属線ぴ工

事、金属管工事、がい装ケーブルを使用するケーブル工事等によるものとし、自動遮

断器または開閉器は、火薬庫外に設けること。 

十一 小屋組は木造とし、屋根の外面は、金属板、スレート板、瓦等の不燃性物質を使

用し、盗難および火災を防ぎ得る構造とすること。 

十二 火薬庫には、避雷装置を設けること。 

十三 （略） 

十四 火薬庫には、その境界に沿い幅二メートル以上の防火のための空地を設け、附近

には貯水槽を備え、警戒札を建てる等の防火設備および警戒設備を設けること。 

 

 

（煙火火薬庫の位置、構造及び設備） 

第二十八条 煙火火薬庫は、その位置、構造及び設備について、第二十四条第一号、第七

号から第十二号まで及び第十四号の規定のほか、次の各号の規定を守らなければならな

い。 

一 構造は、平家建とし、鉄筋コンクリート造又は補強コンクリートブロツク造と

し、基礎は堅ろう高位とし、かつ、排水に留意すること。 

一の二 入口の扉は、二重扉とし、外扉は耐火扉で厚さ三ミリメートル以上の鉄板と

し、かつ、適当に補強し、内扉と外扉にはそれぞれ錠を使用する等の盗難防止の措

置を講ずること。 

二 火薬庫の壁は、鉄筋コンクリート造の部分にあつては厚さ十センチメートル以

上、補強コンクリートブロツク造の部分にあつては二十センチメートル以上とする

こと。 

三 火薬庫の床下には、火薬庫の大きさに応じ二個以上の通気孔を設け、金網張りと

し、かつ、幅二十センチメートル以上の通気孔には約五センチメートル間隔で直径

一センチメートル以上の鉄棒をはめこむこと。 

四 火薬庫の周囲は、最大貯蔵量が二トンをこえる場合にあつては土堤又は簡易土堤

で、最大貯蔵量が二トン以下の場合にあつては土堤、簡易土堤又は防爆壁で囲むこ

と。 

 



（がん具煙火貯蔵庫および導火線庫の位置、構造および設備） 

第二十九条 がん具煙火貯蔵庫または導火線庫は、その位置、構造および設備について、

第二十四条第一号の規定のほか、左の各号の規定を守らなければならない。 

一 構造は、できるだけ平家建とし、鉄網モルタル塗、漆喰塗等の防火の措置を講ずる

こと。 

二 入口の扉には、錠を施す等盗難を防ぎ得るような措置を講ずること。 

 

 


